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大容量静的ヘッドスペースガスGC－MS分析法による  

無菌化包装米飯のにおい成分評価  

未兼 幸子，隅啓 発伸，沖浦  文．奈賀 偉人   

EYal11ationofAmmaCompoundsinCookedRi亡eA馳PticaIlyPachgedby  
tJsingLargeⅥIltlmeStaticHeadspaceSamplin計－GC几岱  

SachikoSuekan亡，HideTtObuSumitani，郎aOkiuraandTbshihitoN且k且  
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talpe王iod．Theasepti亡a）Lypackagedcooked－riceinOXYGUAtモD＆cupretLinedg00d鮎vorqua抽・durirLgStOrage．   
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GC－MS  

はじ也に   

古くから日本人は米を主食とLできたが，現在では食生  

活の変化（主食の多様化），家族構成の変化（一世帯あた  

りの人数の光少）などにより．各家庭における放鹿米の哨  

賛量は年々減少している．その一方モ，農林水産省昭米麦  

加工食品生産勤館等統計調査碇よると，外免 中食の増加  

などにより，加工米鹿は全体朗にわずかずつながら増加傾  

向にあり．特に無菌化包装米飯の生産量は増加Lている1・  

封．無菌化包装米俵は．常温保存可能で電子レンジ対応食  

品のため，簡便に米飯を♯供できることから．現在の宜生  

活において利便性の高い食品といえる．   

無菌化包装兼軒】の容器にはオキシガーF♯ヵッす＝－＝．  

ラミコンカップ甚．ポリプロピレン（以下PPと辞す）単層  

カップが用いられている．これら町容器に充壊された無菌  

化包装米飯の，保有中の品質劣化に与え古影響が大きい要  

因の一つに初期酸素濃度がぁる．無菌化包装葬儀の製溝時，  

一般的なガスブローでは器類鞋の間をガスが通りにくいと  

いう特性によりガス置換畢は上がらず．容器内の初期醒兼  

濃度が2～10％となるものが多い．酸素を低減化きせた製  

品とLて脱酸素剤感付品や，脱醒莱充填システムと組み合  

わせて製造きれたオキシガードカ・ナナ品が為り．こ九らは  

酸化劣化が防止きれ官能脚こ高い品質を保っていると青  

われ晶．   

米債香気に関する脊文は敢轟くある舟〔包装加工米飯に  

関する報告は少なVl．過去に我々は，市販由ナチスチック  

答辞詰米俵からダイナミックヘッド属ペ一升故によって拝  

乾性成分を輔集乱 GC－MS（ガスタロマトゲラフー質量  

分析計）で分析L．検出・同定Lた成分値報告している引．  

その後，米飯製品町脱酸素製遭技術や容器性能も向上Lて  

由り，更に分析技術も進歩している．そこで，骨温流通さ  

れる無菌化包簑兼備切願昧を客観的に許輌するため，市艦  

晶の製遭条件を想定Lて．製造時の初期覿素襖鹿や包装形  

態が異なる無菌化包法器億を針種類試作し．それらの保存  

中の揮発性成分の変化を，黄昏tヘッドスペースガス濃縮  

装置とにおい嗅ぎ装置付きGC十MSを連結させた骨折シス  

テム廿測定L．各種器鹿のにおい成分を評価Lた．  

珪：本給文は缶苗時軌VoL85．No．1，143－153〔2006）鞠載者文を車載Lたものである。   
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大審丑へyFスペースガ牒濃縮装置は．先先帝妹分析用  

に野草草れたもので為る軌食品に対Lても応用されつつ  

あ昂・I・鵬．本装堰雇用いると．水や二酸化炭素を青むヘア  

Fスペ一茶ガスを1鵬mL』．上の大昏丑でGCに♯見で皐る  

ことや，自動化きれてい甚ため再無性がよく，装世内の配  

管に施Lた溶融シ廿力超薄膜コーティング不満髄処理によ  

って吸着ロス軒少なく．これまでは困難でぁった硫黄化合  

物など暦高嶺准席尭畦成分の測定がで垂ることなとが利点  

とLて挙げられ為．兼転倒こおい■評掛こ本装置を用いた例  

はなく，に虫い鹿卦が比戟的中ないサンすルでぁる兼軌こ  

とって∴大容量へサドスペースガス骨折珪は有勒骨あると  

考え．革蕗正によみ各観試作米飯申撞薙性成分分析評価♯  

果を＃督す晶．  

莱親方法  

1．棚材料   

敵陣米鹿保存兢鹿とは別に，骨折方法検討咽た増に市取  

の無．帯化包蕗器腰骨スーパーマーナウトせ♯入L世用L  

た．   

就作兼庶武軒の席特発として．新帝県産コシヒかプを使  

用した．容器にはオキシガーFカップ．ラミコンカップ  

（どちらも東洋♯懐紺長石沖P単層カップを使用Lた．い  

ず粗の容辞も同形状で．摩島鞄0丘mm悶シートをカップ♯  

に成形Lたもので．蓋材拙速明バリヤー仕丁イルム〔外か  

らPAノEVOI壬ノアP）を用いた．なぉ1オヰシガーFカッ  

プ晴酔寮吸収剋を含む門と耳VOHを蕪辞田でシート状に  

押出し．真空鹿形に上りカブプ状に成形した容＃℡あ右．  

同株に青竜コンカップはPPとEVOHを共押出Lて成形L  

た啓静であ乱 また．僻醒東湖とLて．エージレスFM油  

（三蟹ガス化学監酸素吸収暮抑血Lうを使用した．   

2．米脚申■製  
lⅢT岨Lた白光を炊飯し，内密暮制宮とLで無菌状態  

で各種啓掛こ充填・密封Lた．蓋でシールす五肝に封入酵  

素瀧定及び包装形態を，実際に想定きれる市販製品の製造  

轟件に合わせで．読の6種類忙設麿Lて試雅Lた．オキシ  

ガード舟・ブナ就軌ま脱震薯天壌システム 用哨祖脈酎を  

用いて．初期酸素濃如月髄以下打設定で充填した．ラミコ  

ンカップ就科刊よ初期観葉濃度として，．串よそ1軋 ユ軋  

1（瓶．押単層、カ・ダブ改称では1乱打設定となるよう・にそれ  

ぞれ充填した．また一般閏な脱酸素剤味付品敵意定L．牢  

等としてラミコンカップを使用し，醒棄濃度を帝載せずシ  

ール時旺脱酸素剤を帯付籠密封Lたもー曙を調製Lた．   

な軌以親の謝配恥こ赴いて吼 オキシガーFカップ  

読粁費0Ⅹ，初期酸素濃度が1髄，3・軋18髄のラミコンカ  

ップ試料思それぞ恥LA－1軋LA－ユ軋LA－10軋鼎革  
棄却を備付した予ミコンカップ誌熱をLA－8A∴門増欄摘  

yプ就科はⅢ埴称す．  

ヨ．鮮集件   

保存条件tま以下の愚衆件である．  

（1）噂軒下出でせ12ケ月l乱  

蛇巨蛍光灯（1胱嘲五下田℃で3ケ月間（店廉に商品が並   

び．撫明が当たっでい毒場合を憩息）．  

（潮時所下35℃菅1ケ月間（夏場の空調蕃軋ていない倉   

庫に置かれた揚魯を想定）．   

ヰ．専墓相酸素濃度㊥測定方溝   

容啓内酸素磯属は．ガ溝タロマトグラフGC－3出型（ぎ  

ーエルサイエ㌢ス軋を用いて調走Lた．条件蛙以下の通  

射で晶牒．GCカ・苧ム：WG－100は鼻血xl／軸血－id．），  

キヤIJT－ガス：アルゴン〔番静亜mL），カラム温度二  

50℃．検出畢：熟伝＃庶出検出器什GD），仕入t：0．5  

mL．   

計∴大審t静的ヘッドスペースガス測定方法   

米飯蔵調Ⅰ（氾gを．容整闇封疏すぐに古鵬血L啓ヘッドス  

ペースガ昇梱集用びんに封入L．ウオー一夕ーパスを一用いて  

55℃で‡拍計時加草L，平衡時間七した．太宰土ヘッドス  

ペースガス濃紺鞍証取噛鴎7100A血鹿止血阜trum印臨  

製）を用いて，相集びふからヘブFスペーえ粁対地加L蓉  

補集しで冷却濃鯨Lた親，G仁一MSに＃入した．   

牙軒条件は以下の通りで竜息一 GC：Agil巳血t6占90封  

（A由1亡mtTe止血01嘘践郵．かヲム：DB－W由【軸心ねふ  

0．茄m山一i．d．．0．25〝m）．キャリアーガス：ヘリウム（海  

舟1．0皿IL）．臥口温度：2加℃．オープン昇温条件：初期  

温度亜屯ヰ分間保帝．特許革℃せ1一組℃まで昇乱更に毎  

卦15℃で丑0℃まで昇乱立加℃5升席保持．MS：Ag鮎n土  

5卵甜（A由1即止丁倒血血10如亭製）．イオン化垂温度：  

却虹．河童提温度：15壮．イオン化圧力電圧：7触Ⅴ．  

におい嗅ぎ装置むDP－2帖色相tt！l製）とMSの牙帝都骨は  

1：1．   

MS測定はスキャンモードで実施し，得ちれた全イオン  

タロマトグラムか島．対泉虚牙のフラグメントイオンとし  

で，魂牡鹿卦の野響を重けないプラダメ′ントイオンを麻酔  

ごとに畳択・し．そぬ選択イオン再ビータ両群旋を対象鹿骨  

町検出tとした．また長期間㊥保存柵でのMS癖虎を強  

硬するた軌各保存匡試料置分析す風前に米国環凛保藤局  

中揮発性有挽物分析方法TO－1ヰ封＿応♯串ガス（高千蓼化  

学工尭㈱軌亜成分混合甘利を分析した．そ由緒農．  

保存読聴雨粒直線㊥捧串ガス骨析蕪克と感度上のず軋潮境  

ると判断Lたヨ草月区と6ケ月区舟試料の分析備について  

tも帝準ガス中骨折結果を基にして＃出した神正席数で，  

試料囲ら碍■られた春成分申面積単音甜正した．   

8．官能評価   

23℃暗所で保＃した米飯哉常にりいて．においの官能  

評価を素地した．方法娃，パ皐・ラー5名で．各試料普通常  

食味する条件で電子レンジ加熱竜削こ官能観験を苛った上客  

保存匡の0温試料を基準とLて，その他町試料と沿比傲  

を土3・点町尺度法で苛った．評価点でロ点とは基準である  

臼Ⅹ帯粁と墓がない，8．5点以上であ軋ば蓋があると評価L．   
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プラス点であれば0Ⅹ試料よりも煉れているものとして評  

価Lた，なお．評価は次の2つ町試料群に分・けて行りた．  

〔1）勅封酸素濃度は異なるものの．主．とLて容昔あるいは  

脱酸素剤感付品象比較するという観点から．ロⅩ読札  

LA－1髄試料と門嘲荊．及びLA－OA試刑・について．   

保存1ケ月．2ケ月及び3ケ月の時点で評価を英雄し  

た．  

（幻主として初期酸素濃度の影響を比供するという観点か  

ら，0Ⅹ試料，LA－1矧鼓科．LA－3％誅科．及び  

LA－1D髄兢科について．保存1ケ月及び3ケ月の時点  

で評価を実施した．  

結果及び篭覇  

l．昏毒内脚蛮化   

各試料容器内の酸素濃度変化について卜出℃曙新保存  

6ケ月まで．23℃明所保存昆ケ月まで．35℃暗新保存1  

ケ月までの制定帯果を褒1〔T8b旭1）にまとめた．   

2ヨ℃暗所保存では，0Ⅹ急熱及びLA－OA読軒は酸素吸  

収効果により保存1ケ月の時点で席に酸素凛度は0．1乳払下  

となっていた．その他町試料は各唇領内の醒素姓虎の変動  

は大きくないが．若干増加使向にあった．特にPP試耕で  

の増加量が他の試科に比べて若干大きかった．   

23℃明所1ケ月及び3ケ月保存では．祖期酸素濃度が  

低い0Ⅹ試料や1A－OA試料は醒棄濃度0．1乳以下を維持し  

ていたが，他の試料ま時節保存時と異なり．酸素濃度が急  

激に減少した．このことは．後述する明所保存におけるヘ  

キサナール等のカルポニ叫ヒ食物の増加壬と関連している  

ものと推定苦れる．   

a5℃暗所1ケ月保存ではト臼℃暗所保存と同株に大きな  

塵勤はないも町町∴門儲刑で若干町酸素準度罰増加が見  

られた．   

以上のように，0Ⅹ武科及びLA－OA試料では照明の影  

響や温度条件に関係なく，酸素濃度の増加は見られず，  

仇1鴨放下を維持Lていた＿  

2．官能評価裾葉  

：招℃暗所に保存した各米飯試科の官能評価について．  

0Ⅹ試料を基準として．LA一口A試料．LA－1％試料・，PP  

試料の，主とLて容皆の適中という観点からそれぞれ評価  

Lた轄果を♯2（T色bl自2）に示す．0Ⅹ試粁とLA－DA試  

料ではほとんど差・が見られなかった．それに封・して．  

LA－1％試軒及びPP試料については，保存2ケ月を赴え  

ると，評点が0，5点以上異な亀場合があり，0五試料に比べ  

て若干劣恩という結果であった．   

次に同じく0Ⅹ改称を基準として∴跡組草葉濃度価影書  

を見るたぬ．LA－1矧紙料．1A－3％就札LA－10％試料  

にりいてそれぞれ評価Lた結果を寮ヨ（T∈lblelヨ】に示す．  

1ナ月の時点での評価頼臭からは明確ではないが，3ケ月  

町時点での評価結果からは初期酸素濃於が高いもの庸ど官  

能評価がDX試料よりも悪いとの藷臭が拝ちれた．   

な軌 6ケ月以降も0Ⅹ試軒やLA一口A試料では古米臭  

を感じなかりたが．その他の試料は古弟臭が強く，後述す  

るG仁一MS卦析拝具からそれをよ付ける括果が得られたた  

め，各科の官律師価値保存3ケ月ヤ終了Lた．  

表1各種条件下で保存中の容器内酸素礁鹿の変化  
Tablel亡h訂唱朗inoxy苫前亡帥C印tr濾伽5h也仁CupⅦld肝di臨陀n【紬柑評mdi血n邑  

醒素♯鹿％ 亡くIn叩ntr且也on of｛ぼy即n％  

望ヨ℃開所  ユ与℃寸所  

Ⅶ心血旺Ii由t  h血止8t町叫8  

8hr且gO■t里3℃  ■t苫占℃  

丘ユ℃暗所  

In血止l鵬“■甘○■t望且℃  

保存期間‖月）  

5加喝8tin亡（mon址1  
0  1  空  8  8  1  3  1  

0Ⅹ：オキシガーFカップ  

OmA嵐DⅢp  
LA・1鶉：ラミコンカグプ（Oil†i】  

LA丑lI亡ON用（0き1瑚  

LA・甘沌：ラミコンカップ（Oi椚扇   

1．A址Ⅰ印N叩（0‡3％）  

1tA・10％：ヲミコンカブプ（Ot l甘細  

L劇旺Ⅰ¢αN七Ⅶい＝加 1中％）   

1A－OA：ラミコンカップ【劇肘剤能付）  

⊥A】妊l亡ON叩甘i地中川野騨射止桝加r  

0．21  tr．  tr．  b．  tr．  tr．  tr，  tr．  

0．馴‡  1．Iけ   L14  
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表2 刀℃暗所保存糊の官能眈験括果二糟のにぉいに及ぼす牢番の影響  
丁曲胞皇鮎如垣ば血捌叩畔地to一也ヒ亡咄k由血色h血止血舶鮮血苫忙：h丑u餌毘ば£唖嘘虻指棚田戚10r血亡印虚虚血モ  

騨点雇如劇叩■閉托  

容器 ¢8nt血軒d  保＃期Ⅶ（月）融廿r■gOt主me・（m棚血）  

1  王！  丑  

0霊：オキシガードカップ   

0文官GロAR刀粗p  
墓単品 ¢帥．t和1 墓攣晶 mmtml 墓場晶 伽nt匝l  

もA－OAご 弓嘩コンカップ（脱穀♯剤建材1  

L島血ⅡCOⅣモ叩甘i血mo電曙印．且bo】血町  

Ⅰ．A－1％ニ ラ宅コンカップ（011醐   

LA班Ⅰ¢0Ⅳ亡坤（馳1暫i）  

－0．4  －0．卓  －¢．6  

椚㌔ f甲麟■カップ  

PP血gltき・1叩明朗佃叩  

衰ヨ 出℃暗所保有米癒中宮徳武験臆果：米飯巾においに及ぽす初期封入酸素濃度の影響  

T8E）le3R笥dB5DfodorsetLSOryLestofthecookedricein血止Sl叩at23℃こIdLJenCeOrini血1耶ygenCmCen如上ioT10nSmel］  
ロー仙亡亡血出血亡  

評点：凱札的巧Ⅷ朋re  

専寧 Con細山肝8  保♯欄川日月1∈tロ工咽七億血七（mont山  

1  3  

DX：オキシガードカップ  

0ⅩTGUARD叩  
壬攣品 伽nt印l   蔓草晶 伽n加1  

1A・1％：ラミコンカップtO量1醐  

LAM王¢O対比p一也1醐  

1A・卵毎：ラミコンカップ（0靂8醐  

山地旺CO軒別p（0℡8咄  

u・10％：ラミコンカサゴ＝加1ロ細   

山撼瓜COⅣ甘np（0℡1¢醐  
－0．4  －1．4  

分であるとの報告があるTI．アンモニ7を除く成分は本分  

析珪によって検出でき．におい喚ぎ装置によって米飯香気  

に影響を与えている鹿骨であることが確認された．その他  

に検出きれたアセトンとエタノールはにぉい嗅ぎ装置によ  

って．にぉいを感じない成分であったため，それらを除く  

6成分を評価対象成分として，試作米飯甜の評価を行う  

こととLた．なお6成分について，6国の操り適L分析精  

度を調べた特異を表4（Tab始りに示す．硫化水薫とジ  

メチルスルワイドは再現性に若干問題があったが，その他  

の成分の分析胡眉は概ね良好であった．   

3．米飯の′ヽツドスペース拝荒性成分分析結果  

1）市販米飯製品の牙軒   

評価対・象成分せ洪庵するため，市販の無菌化包許米飯製  

品から揮発性成分せ大牢丑ヘッドスペースガス濃縮儲眉に  

より捕集L．にぉい嗅ぎ装置付きGC－MSで分・析を行った．  

主賓な成分として．磁化水素．ジメチルスルフィド．メタ  

ンチオー恥 7セトアルデヒド，アセトン．エタノール．  

ペンタナール．ヘキサナールの8種類を検出Lた．米俵か  

ら多く町揮発性成分が同定されているが．その中でも硫化  

水嵐 アセトアルデヒド．アンモニ7．及びペンタナール  

ヤヘキサナ一山などのカルポニル化合物が米飯奥の必須成  
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褒4 ヘツ下スペース舟析の縁り返L請託  

T8bl引＝叫胤鵬il和正一組】印血随苫鮎血y由  

揮発性成分  変動係数（醐  

Ⅵ）l且剋モ鵬皿p仙nd8  血e皿d8ntOfY批i且鮎皿（醐  

硫化水素 Ⅱydro即n出げi血   

メタンチオー・・′レ：出kt上島nl純血i01   

アセトアルデヒドA柑七山止血y血   

ジメチルスルフィドDi可伯thy18≠l伍de   

ペンタナール】海山郎血   

′、キサナー・・・ル HeE8皿象1  

増減挙動に遣いがあり．土師な葦も点ら軋たが．顕著では  

なかった．試料間で毒せ差邸嘩Lい鹿卦はベンダナール及  

びヘキサナ一山であった．こ軋ら由舟ルポニ叫ヒ食物牲米  

庶香気の必領成分であ昂軒．多量に存在すると古米具にな  

ることから．米飯の穿化相宿成分七して知られている．ベ  

ンタサールやヘキサナールは濫＃珊偲酷か包㊥牙寮生鹿甘  

で．酵素の影響を受けて生成す晶成分守あり‖．今回の初  

期醒東濃度足許専辞の脚が節紆着果に大重く反映するこ  

・とほ予想Lていたこ．とでぁる．   

由℃暗所保存での米蔵就科申のベンダナー町及びhキ  

サナールの薩時変化を伺1（F瞳．1）及び凪2（Rg．2）に  

之）試作米飯就科の分析   

競作製造後，各複容器に先端した米飯試料の揮発性成分  

の卦軒轄黒かち，評価制愚とした8鹿牙のピーク面耕値を  

表6（T曲186）にまとめた．製造直経で1ま試林間に大き  

な差・はない部」日野韓料即比脛助成分量が密かった．こ軋  

らの6鹿別＝ついて産時脚こピータ面積儀の変動を調べた  

ところ．♯果を示きない軌卓で由試料こおいて硫化水雲‾  

とメタ㌢チオールは大書く洗車した．ロ濫読特に占いて硫  

化水素の初期tが高かった軌23℃保存1ケ月刊こ虫い  

嗅ぎ準正でにぉいを感じるものの検出で重なくなった．ア  

セトアルデヒド及びグメチルスルワイドは試軒阿で若干伯  

表6 競作直後の各種♯癒試科の揮発性成分分析結果  

Tab始5馳別血相＝咄鵬k印m匹u止血ば印Ok亡d血亡謁mpl朗曲ー脚甲Iep雌p感on  

ビータ面積  

f¢止且一個1 XlOt   

儀化水漉  

Hy血叩印   

ml血鮎  

ジメチル凡才レアイド   

Din鵬もr1  

6ql且由  

アセトアルデヒド  

A即l山由一y血  

ベンダナール ヘキサナ・－ル  

アon如且1  ⅠⅠ鰍■■h且1  

容器  

C凸nt且inせT■  

メタンチオール   

血Ⅰ鐘比丘nOthid  

0Ⅹ1オキシガーFカップ  
乱8  1．占  1皇．1  1．4  1．a  乱丁  

0ⅩT¢ロA丑D甘u  

もATl％ニ ラミコニ′弁才ブ（伽1†扇  

工．A加圧亡0Ⅳ叩（0王l鳴）  

山側：ラモコンカタナ亡ql鞘）  

L朋虹IeOⅣ叩（Ol軸  

1止・］岬璃：ラミコ㌢カグナ（心一1椚i）  

ムAmⅣ叩（仇1明由  

もA・m：ヲミコンカップ（甜兼耕蔀痔‖  

L旭Ⅰ叩N叫p血m¢脚  

車型申年 

押：押埠■カアブ  

I中軸l叫間門d引用  

8．T  O，古  

11．8  1．旦  

1n．T  t】．8  

1，¢  邑．彗  

1．4  8j  

l．4  1臥き  

0．3  0．T  

0．3  0、‘  

0．4  0月  

0．き  4．8  0．T  O．8  10．4  0．8  

0．B  臥8  1【I．1  （I，争  1．さ  8．8   
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でのヘキサナールの測定腐果割引＝捌か‖に示す．ベ  

ンダナールについてはヘキサナーJレと同様痢挙動を示すこ  

とから，データは智略す嵐．低酸素亜態庖摩損Lた0Ⅹ試  

料及びLA－OA試科では．暗所だけで蛙なく明所にぉいて  

も，ヘキサナール専のカルポニル化合物が増加することは  

なかった．その他の就舟ではLA一蛸謝丑びPP柵に比べ  

て⊥A－3粘試料とLA－1胸；載科のヘキサナールが大きく増加  

Lていること．がわかる．散兼濃度変化告示した褒1r「故鵬1）  

に見られるように，明新保＃では寄算内酸素濃度僻遠欄に  

減少Lており．初期複素濃度町高い試料では油脂酪分呼酸  

化劣化に及ぼす光町影響が大きいことが確認書れた．   

米飯立科に射す計鯨存過度の影響とLて．芯℃暗前に1  

ケ月冊保存Lた試科の瀾雇満場と，詔℃暗所乱び明所1ケ  

月間保存時の各制定値とむ比較した帯果を四5（R良一りに  

棒グラフで示す．LA－1乳LA－3鶉，LA－1鵬及びPP試料  

においで．由℃暗所保＃1ケ月せへ卑サナ一軒が生成しで  

い乱 このような就鼎を35℃に保存す奄と，更に劣化が進  

行L．ヘキサナール土が多くなることは当捻の結果である．  

掛こPP琳は，盟℃暗所保存時に比べて諮℃暗新保存で咽  

ヘキサナールの増加レベル粥島〈．LA－3％兢科ぁる叫士  

LA－10％試料と同程度にまで増加した．一敗的せ欄朋慨世  

常にあるように，保存湿度の上昇とともにP淵源の敢安達  

通性が増し．それに比例してヘキサナール由噂加tも大き  

くなゥたものと考えられる．Lかし諏℃保存尭件に磨い  

ても，融酎叫ヤー性があり．蛙酸素状憩を保った0Ⅹ試  

料及びLA－OA試粁で軌ヘキサナールは増加しなかった．   

このように，包鞋米俵晶の常温流通・販売条件を考える  

と，照明及び保存温度脚属席に与える影響として，初期酸  

素濃度と容器の酸素バリヤー性が重要なフ丁タタ一になる  

ことが客撮的な機番骨折データから捷軍書れた．風味保持  

には，酸素バリヤー健脚高車容態廓必要であり．♯造時の  

初期醒素濠庶を少なくとも1ウ畠以下に低減化きせることが  

必要である．  

【貰101】  

それぞれ示す．ベンタサールとヘキサナールの生成土は掛  

1（I倍程度の遠いがあり．ヘキサナール丑が圧倒的に多い  

が，変化の挙動ははば同種である．製立直簸では官能土間  

趨とならない丑であったが．LA－1矧酔軋LA一き％戟科．  

LA－ユ0％試科及び押試料で－は．保存皇ケ月までに急故に  

ベンダナー町及びヘキサナ一山が増加し，それ以降にはほ  

とんど増加は見られず，ほt和l乱、債向になることがねか  

った．しかL酸素濃度を低減化Lた0Ⅹ就林政びLA－DA  

試料では．ヘキサナール等は増加Lなかった．このことは．  

製造時に初抑醒棄濃度が少なくとも1髄を海え為と．劣化  

が激L〈進行す古可能性があ古ことを意味Lており．モれ  

が官能評価点異にも表れてい風上初期酸素濃度が高い柵  

において，2か月蝕陰にベンダナールやヘキサナール軒ほ  

とんど増加せず掛まいになった点と，生成到達暮が就軒に  

よって異な与点についで昧∴組敷体であ嵐脂肪酸中延能状  

暦が軸傭Lモいるものと推定Lてい融軋明らかではない．   

更に0Ⅹ読札及びLA－OA試料について．それら申ベン  

ダナー恥盈がhキサナールの変動をまとめ・て拡大表示Lた  

ものが国富（Fl竜．3】であ為．LA－0・A試料刊土，におい  

成分が脱酸素剤に吸着するためれ これらのカルポニル化  

合物が緩やかに減少する借向を示Lた．一方．0Ⅹ試料で  

娃増減がはとんど見られず，1ヨケ丹保存後でも製造直壌  

の状態■を保持する肯向があることがわかった．ヘキサナー  

ル専のカルポこか化身掛ほ多量に生鹿Lた場合は古米臭と  

なるが．新米を放癒した炊重たでの糖にぉいても生成す  

る鹿骨であり．官能に影苧を与える主要な成分である．  

0Ⅹ試料ではこのような禦溝直後のに患い成分官長期憫保持  

できて磨り．米飯む風味保持に貢献Lていると考ぇられる．   

窃）保存条件（原明・温珪）の影書   

一般的な無酎ヒ包装米飯の製品では，専番の蓋封とLて  

透明フイルムを僅用してい古格合が多い．そこで，米飯哉  

科に対する照明め影響七して．23℃明所の3ケ月保存ま  
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古れる無菌北包装米飯捌こおい鹿牙を客観的に評価するこ  

とである．   

現在．市場で利用事れてい品番替ヤ包装形腰に準七て．  

製造時の酸素濃度を評整し．試作した各種の無菌化包装釆  

鹿のにおい成分の中から，主とLて古米臭の原因となるヘ  

キサナールを劣化槽榛とLて評価Lた結果，初期簡潔濃正   

まと地   

車研究の目的は，市販眉れている無菌化包装米飯の製造  

義仲を想定Lて．各種容器及びそれに関連する包葉形軌  

きらには製造時町初期酸素濃度Ⅵ儲響について，従来の静  

的ヘッドスペースガス分析法よりも高層鹿に分析できる大  

審土静的ヘッドスペースガス濃給装置唐用いて，常温流通  
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が高いと．ヘキサナールの生成土が多くなり．透明フイル  

ム蓋虐用tlた場合は照明を当てると更にヘキサナーJレが増  

加することが確亀きれた．またF門引辞を僅用した場合．  

保存温度が簡素透過性に卑見る影響が大きいため．包装米  

飯帝品質保持に臥初期酸素濃度を低く抑え，醒棄r川ヤ  

ー性の高い寄算が必要でぁる．特に都税車乗濃度が1％を  

適え右試料では光及び温度が盤化に及ぼす影書が大き－くな  

ることは明らかであった．従って．脱酸素充填システムを  

使用して任酸素状態吏製邁Lたオキシガードカップ中腹酵  

素剤を津村Lた包蕗形態が，常温流通する無雇削ヒ包装米飯  
の宙化抑制に不可欠であることが東証眉れた．また，脱酸  

素剤を儲用Lた場合は．におい成分せ健やかに吸着する傾  

向邪見られた軌オキシガードカップは．長期剛こ渡りて．  

におい成牙の変動が少なく．米飯町風味保掛こ寄与Lでい  

魯ものと思わ九る．  


